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平成 24 年 11 月 6 日 

大熊町住民意向調査 調査結果（速報版）  

復興庁 

福島県 

大熊町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の属性 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要 

１．調査対象：全世帯主（分散避難している場合は、それぞれの代表者） 5,378 世帯 

２．調査時期：平成 24 年 9 月 7 日（金）～9 月 24 日（月） 

３．調査方法：郵送法 

４．回収数：3,424 世帯（回収率 63.7%） 

  

●性 別 F1 

●年 齢 F2 

60 歳以上 42.4％ 

（％）

１０～

１９歳

２０～

２９歳

３０～

３９歳

４０～

４９歳

５０～

５９歳

６０～

６９歳

７０～

７９歳

８０歳

以上
無回答

全　　体 (n=3424) 6.1 14.3 14.8 20.9 21.9 12.6 7.9

0.6 0.9

全　体 (n=3424)

無回答

1.3%

女性

28.4%

男性

70.3%
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●震災発生までの職業 Q5(1) 

●有職者の業種 Q5(2) 

有職者 73.8％ 

１．震災前の状況 

（％）
無職(退職していた

場合も含む)

自営業
会社員

（事務）

会社員

（労務）
公務員

パート・

アルバイト
学生 その他 無回答

全　　体 (n=3424) 14.7 10.6 35.1 4.4 6.8 0.9 23.5 2.1 1.9

（％）

卸・小売り・飲食、

サービス業

農林漁業 建設業 製造業 電気・ガス 運輸業 その他 無回答

有職者 (n=2526) 8.0 22.6 9.0 13.8 3.0 23.2 16.1 4.3
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●現在の避難先 Q8 

≪現在の避難先（県内市町村）≫ 

●現在の住居種別 Q9 

●世帯の避難状況 Q10-1 

２．現在の避難状況 

県 内 

応急仮設住宅

（民間住宅などの

借り上げ型

（家賃無償））

家族どな

たかの

実家

親戚・

知人宅

自己所有

（持ち家）

応急仮設住宅

（プレハブ型）

民間賃貸 公営住宅 給与住宅

（社宅、公務員宿舎

など）

その他 無回答

全　　体 (n=3424) 20.9 29.8 29.8 5.2 3.2

2.5

2.9

2.91.8 1.1

（％）

会津若松市 郡山市 いわき市 県内のその他の

市町村

喜多方市 福島市 南相馬市 田村市 広野町 無回答

県内

避難者世帯
(n=2455) 34.3 3.0 10.0 39.9 7.71.9 1.7 1.1

0.2 0.2

震災当時世帯主 (n=2620)

複数か所に分かれて
避難している

31.2%

無回答

11.3%

世帯でまとまって

避難している

57.4%

（％）

福島県 東北（福島以外） 関東 その他 無回答

全　　体 (n=3424) 71.7 2.7 17.9 5.9

1.8
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●現在の職業 

●現在の職業と震災発生までの勤め先の相違 Q11-1 

Q5(1) 

Q11(1) 

有職者（自営業除く） (n=1436)

違う

21.9%

無回答

9.2%

同じ

68.9%

（％）
無職(退職していた

場合も含む)

自営業
会社員

（事務）

会社員

（労務）
公務員

パート・

アルバイト
学生 その他 無回答

震災前 (n=3424)

現　在 (n=3424)

14.7

4.7

10.6

8.4

35.1

24.5

4.4

3.7

6.8

3.3

23.5

48.8

2.10.9

0.6 2.0 3.9

1.9

有職者　73.8％

有職者　46.7％
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※はその他自由回答から起こしたもの 

●現在の求職状況 Q11-2 

≪職を探していない最も大きな理由≫Q11-3 

●現在の避難生活で困っていること、改善を求める分野 Q12 

無職者 (n=1671)

無回答

7.5%

職を探していない

69.2%

職を探している

23.3%

〔その他の具体的記述（上位項目）〕

※ （％）

医療 教育 介護・福祉 就労 コミュニティ

形成

その他 特になし 無回答

全　　体 (n=3424) 9.8 5.8 5.6 17.0 28.6 20.1 2.6 10.6

（％）

元の地域・職

場に戻る

予定だから

希望する職場

がないから

当面賠償金で

生活できるか

ら

震災を機にリ

タイア

（退職など）し

たから

震災前からリ

タイア（退職な

ど）しているか

ら・専業主婦

だから

その他 無回答

職を探して

いない
(n=1156) 3.9 7.4 2.1 11.9 39.0 30.2 5.6

〔その他の具体的記述（上位項目）〕

 年齢的に困難・高齢のため 

 病気・体調不良のため 

 家族の介護・世話の必要から 

など

 住宅・住環境 

 生活費・賠償金 

など 
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●今後の避難期間中の生活をどこで過ごしたいか Q18 

Q18-2 

Q18-2 

Q18-2 

Q18-2 

（％）

今の場所で継続し

て暮らしたい

今の場所から引っ

越したい（現在居

住している市町村

内への引っ越し）

今の場所から引っ

越したい（現在居

住している市町村

外への引っ越し）

現時点ではわから

ない、判断

できない

無回答

全　　体 (n=3424)

いわき市

郡山市

広野町

南相馬市

田村市

19.2 14.0 19.9 43.2 3.8

60.7

7.9

6.3

5.9

4.6

0 20 40 60 80

全　　体
(n=680）

（％）
引っ越しをしたい市町村(上位5市町村）

いわき市に現在

避難している世帯
(n=980)

広野町

福島市

南相馬市

郡山市

20.3 28.4 4.9 42.6 3.9

16.7

6.3

6.3

4.2

0 20 40 60 80

いわき市
(n=48）

（％）
引っ越しをしたい市町村(上位4市町村）

会津若松市に現在

避難している世帯
(n=842)

いわき市

郡山市

田村市

南相馬市

広野町

9.5 8.4 36.0 42.4 3.7

69.6

9.9

8.3

7.9

6.9

0 20 40 60 80

会津若松市
(n=303）

（％）
引っ越しをしたい市町村(上位5市町村）

郡山市に現在

避難している世帯
(n=246)

いわき市

南相馬市

広野町

田村市

17.5 7.3 15.9 54.9 4.5

（％）

7.7

7.7

2.6

79.5

0 20 40 60 80

郡山市
(n=39）

（％）
引っ越しをしたい市町村(上位4市町村）



 7

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

居住する 居住しない
現時点では

判断できない
無回答

全　　体 (n=3424)

１０－３０代 (n=716)

４０－５０代 (n=1222)

６０代以上 (n=1454)

9.8

18.1

33.1

31.0

25.3

19.9

58.8

55.4

43.5

22 .8 24 .2 50 .8

1.2

0.4

2 .2

3.5

●今後の避難期間中に希望する居住形態 Q18-1 

●復興の拠点を設ける場合の居住意向 Q19 

≪復興拠点場所に移転するまで待つ事が可能な期間≫Q19-1 

３．復興の拠点について 

（％）

民間賃貸

公営住宅

（災害公営住宅

を含む）

給与住宅

（社宅、公務員

宿舎など）

 自己所有
 （持ち家）

その他 無回答

避難期間中の引っ越し

希望者・未定者
(n=2636) 19.2 18.9 1.1 54.2 3.33.3

（％）

１年以内 ３年以内 ５年以内 その他 無回答

居住意向者 (n=782)

１０－３０代 (n=70)

４０－５０代 (n=221)

６０代以上 (n=482)

25.7

16.3

11.2

45.7

48.9

49.8

14.3

24.4

28.6

10.0

8.6

6.0

4.3

4.4

13 .8 49 .1 26 .1 7 .4 3 .6

1.8
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≪復興拠点場所へ移転するか決定する場合の優先事項≫Q19-2 

≪復興拠点場所へ移転する場合の望ましいコミュニティの単位≫Q19-3 

≪他の町村の住民と移転する場合の考え≫Q19-4 

早く新たな住居

に入居すること

希望する地域

であること

希望する住居

形態（一戸建

て、集合住宅な

ど）であること

雇用・就労の場

があること
その他 無回答

居住意向者 (n=782)

１０－３０代 (n=70)

４０－５０代 (n=221)

６０代以上 (n=482)

21.4

14.0

15.4

20.0

18.6

23.0

31.4

49.3

50.0

18.6

13.1

5.7

6.0

15 .6 21 .5 47 .8 7 .3

2.9

3 .1

2.7

2.7

4 .7

2.3

2.9

（％）

町単位 行政区単位 世帯単位 その他 無回答

居住意向者 (n=782)

１０－３０代 (n=70)

４０－５０代 (n=221)

６０代以上 (n=482)

50.0

46.6

35.1

22.9

27.6

44.0

20.0

21.3

11.0

4.3

2.1

2.9

2.7

7.9

39 .5 37 .7 14 .7 2 .2

1.8

5 .9

（％）

大熊町の住民だけ

で移転する方が

望ましい

他の町村の住民と

ともに移転する方

が望ましい

どちらでも

かまわない
その他 無回答

居住意向者 (n=782)

１０－３０代 (n=70)

４０－５０代 (n=221)

６０代以上 (n=482)

27.1

48.9

62.0

18.6

6.3

3.7

54.3

43.4

30.3 0.4

55 .0 5 .8 36 .3 0 .5

0.5

-

3.5

2.4

0.9

-
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≪復興の拠点に求めるもの（住宅以外）≫Q19-5 

居住意向者 (n=782)

医療

商店・コンビニエンスストアなど

役場出張所

介護・福祉

雇用・就労の場

コミュニティ

教育（学校）

その他

無回答

45.4

43.2

42.1

5.2

3.7

86.3

81.3

68.8

61.0

0 25 50 75 100
(％)

全　　体

１０－３０代

４０－５０代

６０代以上
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●大熊町の復旧・復興に必要なもの(1 番目～３番目の合算・複数回答) Q20 

全　体 (n=3424)

放射線量の低下

原子力発電所の安全性の確保

生活用水の安全性の確認

医療機関の整備、介護等の確保

交通インフラの整備

町内の生活商業施設の再開

通勤可能範囲での雇用確保

他の住民がある程度戻る

災害公営住宅の整備

町内の学校の再開

その他

無回答

59.5

46.2

39.6

22.8

21.5

19.9

13.1

12.5

9.7

6.6

4.0

6.3

0 25 50 75 100
(％)

●大熊町への帰還について Q21 

４．避難指示解除後の大熊町への帰還について 

（％）

現時点で戻りたいと

考えている

現時点でまだ判断が

つかない

現時点で戻らないと

決めている
無回答

全　　体 (n=3424)

１０－３０代 (n=716)

４０－５０代 (n=1222)

６０代以上 (n=1454)

5.0

8.7

16.0

39.8

42.5

42.6

54.7

48.7

38.9 2.5

11 .0 41 .9 45 .6

0.2

0.4

1 .4
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≪「大熊町には現時点で戻らないと決めている」と回答した住民のみ回答≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大熊町に戻らない理由（複数回答）Q23 

現時点で戻らないと決めている (n=1563)

放射線量に対する不安がある

原子力発電所の安全性に不安が

ある

家が汚損、劣化し、住める状況で

ない

生活に必要な商業施設が元に戻ら

ない

医療環境に不安がある

大熊町に戻っても仕事がない

教育環境に不安がある

介護・福祉サービスに不安がある

他の住民が戻らない

町外への移動交通が不便

営農などができない

避難先で仕事を見つけている

その他

無回答

80.8

70.2

67.6

62.6

54.7

34.2

30.5

30.3

28.5

24.2

18.8

11.2

18.6

3.2

0 25 50 75 100
(％)
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●今後の生活拠点に転居する時期 Q24 

≪転居時期の判断基準 Q24-1≫ 

転居時期は決まっていない (n=1224)

受領する賠償金が確定した段階

希望転居先での住宅が確保された

段階

家族の学校転入等の目途が立っ

た段階

職が決まった段階

その他

無回答

65.0

59.0

18.1

10.8

7.8

2.5

0 25 50 75 100
(％)

現時点で戻らないと決めている (n=1563)

すでに新しい生活拠点に

転居済み

10.2%

転居時期が決まっている

7.3%

転居時期は

決まっていない

78.3%

無回答

4.2%
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≪「現時点でまだ判断がつかない」と回答した住民のみ回答≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●戻らない場合に今後の生活において行政に支援を望むこと（複数回答）Q25 

●大熊町に戻るかを判断するために必要な情報（複数回答）Q22 

現時点で戻らないと決めている (n=1563)

大熊町からの継続的な情報提供

住居の確保の支援

継続的な健康管理の支援

仮設、借り上げ住宅利用期間の確

保

仕事のあっせん

その他

無回答

72.4

61.4

57.3

49.9

15.4

6.7

4.2

0 25 50 75 100
(％)

現時点でまだ判断がつかない (n=1435)

道路など、社会基盤の復旧時期の

目途

放射線量の低下の目途

受領する賠償額の確定

中間貯蔵施設の情報

どの程度の住民が戻るかの情報

その他

無回答

79.7

78.9

59.6

54.9

50.7

7.2

2.1

0 25 50 75 100
(％)


